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 与党は１月２３日に、水環境を守るため、し尿と生活排水を処理する浄化槽の構造基準を定めてい

る浄化槽法を見直し、浄化槽からの放流水に水質基準を定める方針を決めました。 

１９８３年に議員立法で制定された浄化槽法は、浄化槽処理性能基準に建築基準法の構造基準を適

用していますが、この建築基準法では厳しい基準を設けられません。一方で全国の湖沼の 60％近く

が環境基準を達成しておらず、生活排水対策が急がれている現状から、放流水の水質基準を設ける

ことにしました。 

建築基準法の構造基準では浄化槽の処理性能をBOD 90ｍｇ/L以下に定めていますが、環境省の国

庫補助要綱では BOD20ｍｇ/L 以下と厳しくなっています。与党はこの要綱の数値に合わせる考えで

す。 

また、現行法では浄化槽を設置している個人や管理業者らが、清掃、保守点検をきちんと行ってい

るかどうかを都道府県が監督できる規定がありますが、年一回実施が定められている定期検査には

監督規定や罰則がないので受検率が 16％と低い状況にあります。そこで、改正案では定期検査にお

いても都道府県に監督権を与え、守られていない場合に罰則の対象にする方針です。 
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